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論文調査 委員 教 授 奥 田 六 郎 教 授 岡 本 耕 造 教 授 早 石 修
論 文 内 容 の 要 旨
小児は下痢, 唱吐または外科的侵しゅう等により, 代謝性酸塩基平衡障碍に陥いることが少ない｡ この
ような障碍に, 腎はどのように対処し生体を防衛しようとするか, その機転を水素イオン排滑およびクエ
ン酸と α-ケトグルタール酸の排浬の面から検討し, さらにその年令的差異を研究したものである｡
この目的のために, 各年令にわたる健康小児29名と脱水症 (下軌 畷吐または火傷による), 開心術患者
等28名について, 尿中の滴定酸, アンモニウム, クエン酸, α-ケトグルタール酸の排浬を測定し, 比較検
討して, 下記の結果を得た｡
1. 正常小児の尿中滴定酸排浬は乳児で高 く, 年令の長ずるにしたがって減少する結果を得た｡ 一方,
アンモニウムの排浬は乳児で低く, 年令の長ずるにしたがって増加していた｡





3. 滴定酸の尿中排浬は主に尿のpHの変化と直接関係しており, 一方, アンモニウムの尿中排浬は尿
のpHおよび酸塩基平衡障荷の双方と直接に関係があるごとき結果が得られた｡








6. α- ケトグルタール酸の尿中排鞭と尿の pH との問には, 直接の関係はみられなかった｡ その尿中
排浬は, 代謝性酸血症において減少し, 代謝性アルカリ血症では正常に近かった｡ したがって, 代謝性酸
血症では,α-ケトダリタール酸の細尿管細胞による再吸収が高まっていることが推定される｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
生体の酸塩基平衡は腎による調節を受けている｡ 正常ないし腎疾患の際の尿酸性化機転の研究は多いが
小児における諸種原因による代謝性酸塩基平衡障碍時の腎の反応態度を滴定酸,アンモニウム, クエン酸,
αケトグルタール (α- K G ) 酸の排浬機序ならびに年令的差異を明らかにしたものはないのでこの点を検
討した｡
各年令の健康小児29名を対照とし, 脱水症や手術侵襲の患児28名を対象とした｡ 尿中滴定酸排浬は正常
乳児で高く年長となるにつれ減少し, アンモニウム排浬はその道であるのが, 代謝性酸血症では, 乳児で
はアンモニウムの尿中排浬が高 く年長児ではアンモニウム, 滴定酸ともに高い｡
またクエン酸と α- K G 酸の排浬はともに減少する｡ この事実は, 動物実験の結果と同じく細尿管細胞
による再吸収が昂まっていることによると推定している｡ 一方, 代謝性アルカロ｣ ジスではアγモニウム
排fLけが減少し, 重炭酸排浬が晶まる. クエン酸と α- K G 酸の排浬は正常に近い｡ さらに, クエ ン酸 と
α- K G 酸おのおのにつき尿 pH との関係をみたが直接の関係は兄いだせなかった｡ またクエン酸とα-
K G 酸の排浬は必ずしも正比例はしていない｡
本論文は学術的に有益であって医学博士の学位論文として価値あるものと認定する｡
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